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Ⅴ アウトカム項目

ＪＲ相模線寒川駅から徒歩１５～２０分程の場所にある３階建ての複合施設「こす
もすの郷」の１、２階を「ふれあいの家こすもす」として使用しています。施設内
には同法人のデイサービス事業所と別法人の子育て支援センターがあり、折にふれ
交流しています。
＜優れている点＞
「ゆっくり」「一緒に」「楽しみながら」くつろげる生活の場を目指しています。
職員は常に穏やかにゆったりと笑顔で利用者に寄り添い、利用者の笑顔を引き出し
ています。一人ひとりの人格を尊重しており、居室の鍵の自己管理をしている利用
者もいます。個人の記録類を気にする利用者には、記録の必要性など納得のいく説
明をしています。また、開設から１７年、家族との関係は良好で、外部評価の家族
アンケートの回収率が１００％であることや、レクリエーションとしてのピクニッ
クや花見などの外出には家族のほか、退所した元利用者家族の協力も得ており、車
いすを使う利用者も出掛けることができています。さらに元家族から季節になると
柚子や金柑が届くなど関係が途切れず続いていることからも事業所への協力体制や
関心の高さが窺えます。元利用者の忘れ形見の亀の「うめこ」も健在です。
＜工夫点＞
開設から１７年が経過し、事業所内の老朽化は否めませんが、清掃や換気が行き届
き、気になる臭いなどなく、快適な環境となっています。

・認知症の方への対応について職員間で共有できるように定例会議などを通して、考
える時間を設け、介護の質向上を高める事ができるようにしている。日々の会話や、
お話の会ではリアリティーオリエンテーションを取り入れ楽しみながら機能訓練を
行っている。戸外活動により閉鎖的にならづ、個人の精神的安定を図る事ができるよ
う取り組んでいる。戸外活動を多く取り入れる事で、地域の方へ、認知症の理解やか
かわりを取って頂けるように取り組んでいる。戸外活動の中には家族、入居者が一緒
に楽しめるような行事も提供している。入居相談の際には、面会、外出時間の制約、
外泊することに決まりがないこと、ご家族も泊まれることを伝え安心出来るよう心掛
けている。入居者だけでなく家族も含めての配慮を行なうようにしている。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護

56 ～ 68

）

36 ～ 55

評 価 結 果
市町村受理日
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 ふれあいの家こすもす

 ユニット名 １階　ユニット

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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社会福祉法人麗寿会　ふれあいの家こすもす.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

「ゆっくり」「一緒に」「楽しみなが
ら」という事業所理念をかかげ、それ
に向かってその人らしくしていくため
のお手伝いをしている。

前任の管理者と職員が作った事業所理
念を継続して掲げています。定例会議
事録の冒頭に「我々が目指す介護は、
ゆっくり・一緒に・楽しみながら」と
記し、唱和しています。職員は理念の
実践者になることを常に心がけていま
す。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

気軽に話しかけてくださある様に、事
業所外壁周りの清掃の際、あいさつを
行っている。近所の神社のお祭りなど
に参加し交流をはかる事ができてい
る。

町内会に加入し、納涼祭やどんど焼き
の行事に参加しています。３階の子育
て支援センターからウクレレ演奏会へ
の招待があります。音楽や外出のレク
リエーションを通じてボランティアと
交流しています。近隣の人々から野菜
や花木のおすそ分けがあります。

介護者教室等開催できていない。又今
年度より地域包括支援センターが開催
している認知症カフェへの協力も多く
出来ていない。(当事業所の通所デイの
稼働していない日に部屋を貸してい
る）

運営推進会議の内容を職員会議（定例
会）にて報告し、職員全員で共有でき
るようにしている。

建物内の同法人デイサービスと合同で
開催しています。家族や民生委員、町
役場職員、地域包括支援センター職
員、建物内の他事業所職員が参加して
います。消防訓練状況や看取りの有無
について話し合っています。ＤＶＤや
写真を見ながら活動報告をしていま
す。

今年度は５回開催されていま
す。運営推進会議の開催基準
は、概ね２ヶ月に１回以上と
なっています。定期的な開催
に向け、更なるサービスの向
上につなげていくことも期待
されます。

地域の事業所連絡協議会に参加し、連
携を図っている。

介護保険の運用について相談したり、
介護認定申請代行に赴いたりと、寒川
町高齢介護課との連携を密にしていま
す。運営推進会議を平日に開催し、町
役場職員の毎回の出席を実現していま
す。建物内の同法人デイサービス事業
所を認知症カフェの開催場所に提供し
ています。
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社会福祉法人麗寿会　ふれあいの家こすもす.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

利用者の日常生活の変化、問題が生じ
た場合、即対策を話し合い、利用者に
添ったケアを行っている。身体拘束を
しない介護については研修会にて学
び、共通認識できるようにしている。

身体拘束の具体的行為について、定例
会やユニットごとのカンファレンスで
話し合い、絶えず職員への周知に取り
組んでいます。スピーチロックには随
時注意を促し、また、椅子の高さが立
ち上がりを妨げないように配慮してい
ます。利用者の安全確保のため、ユ
ニットの出入り口は施錠しています。

法人研修にて学ぶ機会を設け、意識を
高めている。法人研修に参加できな
かった職員に対しては、伝達講習や記
録などを通して全員に周知徹底出来る
ようにしている。

施設外研修（認知症ケア学会・介護支
援専門員研修等）を受講し、学ぶ機会
を得ている。

契約書・重要事項説明書の読み合わせ
を行い、不明な点は随時説明しながら
理解頂いた上で契約を結ぶようにして
いる。

介護相談員の受け入れを行い、利用者
の話や様子を随時報告していただく事
により共通理解できるようにしてい
る。家族会を開催しており、情報交換
が自由に出来るような雰囲気作りを
し、意見を伺い、出された意見は職員
に報告し反映できるようにしている。

家族会の開催や家族会専用ポストの設
置により、意見を表す機会を作ってい
ます。運営推進会議には、２組の家族
が輪番制で出席しています。外部評価
の家族アンケート結果は、毎年必ず職
員間で共有し、改善に向けて取り組ん
でいます。

株式会社フィールズ



社会福祉法人麗寿会　ふれあいの家こすもす.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

職員全体会議や事業所内の定例会議に
て、職員から意見や提案を聞く機会を
設けている。

評価面接を年２回行い、夜勤回数や勤
務体制への要望を聞き取っています。
職員が気楽に意見を言えるように、フ
ロアでもコミュニケーションの充実を
図っています。職員は事業所全体の状
況を視野に入れながら業務をするとい
う視点を培うよう努めています。

人事考課制度を設け、半年ごとに自己
を振り返るとともに目標設定をし、向
上心を持って仕事に臨めるようにして
いる。

法人内に研修委員を置いて、全職員を
対象に研修会を行う他に階層別（新
人・中堅・主任・管理職等）に分かれ
ての研修会を実施している。外部研修
も必要に応じて参加できる機会を設け
ている。

地域の事業所連絡協議会に参加し居宅
介護支援事業者、通所事業担当者等と
話し合う機会を設けたり、必要に応じ
て訪問し、情報交換等を行っている。

入居希望の問い合わせがあった場合、
ご本人・ご家族に見学に来ていただい
たり、入居前には訪問させて頂いてお
話を伺ったり、ケアマネージャー・
サービス事業所の担当者から情報提供
して頂き、ご本人への理解を深め、お
話を十分に伺える様にしている。

株式会社フィールズ



社会福祉法人麗寿会　ふれあいの家こすもす.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

ご本人・ご家族に見学に来て頂いた
り、入居前には訪問させて頂いてお話
を伺ったり、ご説明させて頂いてい
る。ご本人とは別に、ご家族の思いや
要望を十分お聞きして受容できるよう
にしている。

どのような支援をご家族は望まれてい
るのか、ご本人はどうかを十分アセス
メントし、必要なサービスが受けられ
るようにしている。

事前の訪問にて、ご本人の過ごされて
いる環境を把握し、また生活リズム等
もお聞きしサービスを受ける事により
不安や心配ごとを極力軽減できるよう
にしている。

ご家族から情報提供をいただき、これ
までの生活を理解し、ケアの方法等に
ついて一緒に話し合う機会が得られる
ようにしている。

ご家族や親戚の人、以前住んでいたご
近所の人など、馴染の人々がこれまで
のように声を掛け、自由に出入りでき
るようにしている。

馴染みの美容院へ通う、法事や孫の結
婚式へ出席する、電話や手紙の連絡を
取り持つなど、交流関係の継続を働き
かけています。自宅で家族と昼食を共
にしたり、家族が事業所に泊まる事も
あります。入居時に自宅で飼っていた
カメを連れて来た利用者もいます。

株式会社フィールズ



社会福祉法人麗寿会　ふれあいの家こすもす.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

一人一人の個性を尊重しながらリビン
グには気持ち良く集うことができるよ
うに配慮している。

サービス利用が終了した入居者家族が
ボランティアとして訪問してくださ
り、継続した関係ができている。

各ユニットごとにケアカンファレンス
を行い利用者の意向や希望を職員に共
有できるようにしている。ご本人の思
いを伺い、希望に沿えるように検討し
ている。

日頃から、利用者の言葉のほか、表
情、仕草を観察しています。職員と１
対１になる入浴や外出の際には、ゆっ
くりと話を聞くように努めています。
家族から情報を得ることもあります。
思いや希望を把握した時は、職員間で
共有し実現化に向けています。

これまでの生活を出来るだけ継続出来
るようにご家族・ご本人よりお聞きし
て記録用紙に記載し、理解できるよう
にしている。

一人ひとりの状態変化を連絡ノートや
個別記録に残し情報共有が出来るよう
にしている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

ご本人の意向・家族の意向をお聞きし
た上で、カンファレンスにて日常の様
子を組み入れた形で介護計画を作成し
ている。

本人と家族の意向を基に、ユニットご
とのカンファレンスを行っています。
居室担当者、ユニットリーダー、計画
作成者がそれぞれの視点から意見交換
を行って、ケアプランを作り上げてい
ます。状態変化に応じて、随時見直し
を行っています。

日々の介護記録を個人ごとに細かく記
載し、カンファレンスの際にはそれを
根拠に介護計画の見直しを行ってい
る。

法人内の他の事業所にて行われている
体操教室やレクリエーション等に積極
的に参加し、機能維持できるように支
援している。

民生委員さんや近所のボランティアさ
んが訪問してくださり、顔なじみの関
係ができている。

入所の際に、ご本人・ご家族より意向
を伺い、かかりつけ医の選択をしてい
ただいている。必要に応じて受診の相
談にのり、本人にとって適切な医療が
受けられるようにしている。

事業所の協力医の訪問診療への切り替
えのほか、個人のかかりつけ医の訪問
診療の継続も可能です。通院時は基本
家族対応ですが、状況に応じて職員が
付き添っています。医療面の情報は青
字にして「ケア記録」に記していま
す。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

法人内の他の事業所に看護師がおり、
健康管理室として法人全体の健康管理
を行っている。

入院した際には、病院のＭＳＷと連絡
を取り合いながら状態を把握できるよ
うにし、今後の方向性について検討し
ている。

嘱託医と十分な相談を行い、場合によ
りご家族に来ていただき、話し合いが
出来るようにしている。ご家族からの
相談にも応じていただけるようにして
いる。

今年度「救急搬送、緊急時の対応同意
書」「看取り対応（死亡確認）同意
書」を新たに作成しています。家族会
で事業所として支援ができることにつ
いて、改めて説明し、同意を得ていま
す。今後も家族との連絡を密にして支
援を続けていくこととしています。

緊急時や急変時のマニュアルを作成
し、目の届くところに設置している。

避難訓練を実施し、災害時の対応や避
難経路の確認等を行っている。また、
日頃の散歩や買い物を通し、地域の人
に施設の理解を得られるようにしてい
る。

同法人のデイサービス事業所との合同
訓練、建物全体としての合同訓練をそ
れぞれ年２回ずつ実施しています。災
害時には、近隣に住む職員が駆けつけ
る体制を作っています。「非常時備
品、非常食」リストを作り、保管管理
をしています。

運営推進会議などを利用し、
災害時にも協力が得られるよ
う地域との良好な関係構築を
さらに進めることが期待され
ます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

1人ひとりの意思を尊重し、周囲の人へ
の配慮をしながら言葉かけに注意して
いる。個人情報に関しては、秘密保持
の同意書をとり徹底している。ケアカ
ンファレンス・定例会議で話し合いを
行い共通認識としている。

一人ひとりの人格を尊重し、利用者と
の関係が深まっても馴れ合いにならな
いよう気をつけています。居室の鍵の
自己管理をしている利用者がいます。
その他、個人の記録類を気にする利用
者には、記録の必要性など納得のいく
説明をしています。

日常生活のスケジュールは概ね決まっ
ているが、ご本人の意思を尊重した
「したいこと」「したくないこと」を
大事に生活出来るようにする。

食事の時間やレクリエーションの時間
でも、入居者本人の意思を尊重し、無
理強いすることなく、ご本人のペース
に合わせてのびのびと生活していただ
けるように支援している。

ご自分で髭が伸びてくると剃りたいと
いう希望があり、自分で行うが、でき
ない部分を手伝ってもらう事で満足感
を得られている。ご家族によっては、
来所しヘアーカットをして下さってい
る。女性の場合は洗顔後、入浴後等に
化粧水や化粧を行う支援をしている。

包丁を使う事がお得意な方、食器洗い
等お好きなものに取り組み、できる部
分を一緒に楽しく出来るようにしてい
る。

食材の下ごしらえ、配膳、食器洗いな
ど、本人の希望や力に合わせて行って
います。献立は業者委託ですが、季節
や年中行事に合った献立もあります。
おはぎ作り、弁当を買ってピクニック
などレクリエーションでのお楽しみも
随時行っています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

毎食、摂取量の確認をチェック表にて
把握できるようにし、支援している。
水分摂取は1人ひとり飲みやすい物を飲
んでいただいている。

毎食後に歯磨き、口腔ケアを呼びかけ
行っている。月4回、訪問歯科による口
腔ケアを行っている。入れ歯は夜間消
毒している。

排泄のタイミングに合わせて誘導した
り、ご本人の訴えに耳を傾けトイレに
行けるようにしている。排泄パターン
から尿量の多い方へは多くし、又非言
語での排泄の訴えを見逃さない事で、
失禁を減らせるようにしている。

排泄チェック表や利用者の様子を観察
し、トイレでの排泄を支援していま
す。夜間は安全や睡眠を重視してポー
タブルトイレやおむつを使用する場合
もあります。現状維持の継続のほか、
退院後など排泄の力が落ちた場合の改
善に努めています。

身体を動かす時間を設けたり、水分摂
取も多く摂れるようにお好みの飲み物
を用意する。個別にヨーグルトを食べ
ていただいている。

個浴でゆっくり入浴していただいてい
る。拒否のある時は無理せず時間をず
らしたり、翌日に入れるようにしてい
る。

週３回の入浴を基本としています。利
用者の状況に応じて２名の職員で支援
し、できる限り湯船で温まってもらう
ようにしています。午前・午後２回の
希望があった場合も対応しています。
冬は頂き物の柚子で香りや季節を感じ
てもらっています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

1人ひとりの入眠に合わせて一緒に過ご
し、安心して眠れるようにしている。
天気の良い日は布団を干して気持ち良
い寝具の提供をしている。

処方薬が変わった場合は、個別ケース
記録の薬カードを差し替えし、何を飲
んでいるのか、用法、用量を把握でき
るようにしている。日誌や申し送りに
て情報の伝達を行っている。

食器拭きや洗濯物たたみなど、役割を
持っていきいきと過ごせるようにして
いる。また、レクリエーションを活発
に行い、満足感を高められるように支
援している。

その日の気分や天気により、希望に
沿って外で過ごせるようにしている。

希望に沿った散歩をしたり、事業所の
駐車場で外気浴をしています。事業所
近くにできたショッピング施設に日用
品や洋服などの買い物にも出掛けてい
ます。レクリエーションとしての外出
には、家族や退所した利用者家族の協
力も得て、車いすを使う利用者も出掛
けています。

ご自分で買い物に行きたい希望の方へ
は職員が一緒に付いて行き、お好みの
ものを購入できるようにしている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

自室に電話を設置して自由にかけられ
るようにしている。かけられない場合
は、職員が取次し、話ができるように
している。年賀状や手紙も宛先を確認
して投函している。

廊下などの共用スペースには、写真や
ご利用者の作品を展示し、季節感や思
い出の写真などを飾り、心地よく過ご
す事ができるようにしている。日付が
確認しやすい様に大きな日めくりカレ
ンダーを掲示している。

開設から１７年が経過し、事業所内の
老朽化は否めませんが、清掃や換気が
行き届き、気になる臭いはありませ
ん。ゆったりとした廊下を活用し、利
用者の作品や、行事の際の利用者の笑
顔の写真の展示や季節を感じる飾りつ
けをしています。利用者の忘れ形見の
亀の「うめこ」も健在です。

共用スペースの廊下に、ソファーや
テーブルセットがあり、一人から数人
単位で過ごす事ができるようにしてい
る。

使い慣れた馴染みの家具を持ち込むこ
とができ、安心して暮らせるようにし
ている。居室内のレイアウトもご家族
やご本人と相談しながら行っている。
居室にはお好きな物を飾って、居心地
のよい空間作りをしている。

洋室と和室の２パターンの居室を用意
しています。居室に仏壇、家族の写
真、座椅子など本人が居心地よく過ご
せるよう配置しています。読みかけの
本もさり気なく座卓に置いてありま
す。ベッドでなく布団を使い、自ら上
げ下ろしをする利用者もいます。

声かけや目印を使って利用者が分かる
ように対応している。わかる事、でき
る事の状況把握を行なうようにしてい
る。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 ふれあいの家こすもす

 ユニット名 ２Ｆ　ユニット

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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社会福祉法人麗寿会　ふれあいの家こすもす.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

運営推進会議の内容を職員会議（定例
会）にて報告し、職員全員で共有でき
るようにしている。

地域の事業所連絡協議会に参加し、連
携を図っている。

気軽に話しかけてくださある様に、事
業所外壁周りの清掃の際、あいさつを
行っている。近所の神社のお祭りなど
に参加し交流をはかる事ができてい
る。

介護者教室等開催できていない。又今
年度より地域包括支援センターが開催
している認知症カフェへの協力も多く
出来ていない。(当事業所の通所デイの
稼働していない日に部屋を貸してい
る）

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

「ゆっくり」「一緒に」「楽しみなが
ら」という事業所理念をかかげ、それ
に向かってその人らしくしていくため
のお手伝いをしている。
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社会福祉法人麗寿会　ふれあいの家こすもす.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

介護相談員の受け入れを行い、利用者
の話や様子を随時報告していただく事
により共通理解できるようにしてい
る。家族会を開催しており、情報交換
が自由に出来るような雰囲気作りを
し、意見を伺い、出された意見は職員
に報告し反映できるようにしている。

施設外研修（認知症ケア学会・介護支
援専門員研修等）を受講し、学ぶ機会
を得ている。

契約書・重要事項説明書の読み合わせ
を行い、不明な点は随時説明しながら
理解頂いた上で契約を結ぶようにして
いる。

利用者の日常生活の変化、問題が生じ
た場合、即対策を話し合い、利用者に
添ったケアを行っている。身体拘束を
しない介護については研修会にて学
び、共通認識できるようにしている。

法人研修にて学ぶ機会を設け、意識を
高めている。法人研修に参加できな
かった職員に対しては、伝達講習や記
録などを通して全員に周知徹底出来る
ようにしている。
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社会福祉法人麗寿会　ふれあいの家こすもす.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

地域の事業所連絡協議会に参加し居宅
介護支援事業者、通所事業担当者等と
話し合う機会を設けたり、必要に応じ
て訪問し、情報交換等を行っている。

入居希望の問い合わせがあった場合、
ご本人・ご家族に見学に来ていただい
たり、入居前には訪問させて頂いてお
話を伺ったり、ケアマネージャー・
サービス事業所の担当者から情報提供
して頂き、ご本人への理解を深め、お
話を十分に伺える様にしている。

人事考課制度を設け、半年ごとに自己
を振り返るとともに目標設定をし、向
上心を持って仕事に臨めるようにして
いる。

法人内に研修委員を置いて、全職員を
対象に研修会を行う他に階層別（新
人・中堅・主任・管理職等）に分かれ
ての研修会を実施している。外部研修
も必要に応じて参加できる機会を設け
ている。

職員全体会議や事業所内の定例会議に
て、職員から意見や提案を聞く機会を
設けている。
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社会福祉法人麗寿会　ふれあいの家こすもす.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

ご家族や親戚の人、以前住んでいたご
近所の人など、馴染の人々がこれまで
のように声を掛け、自由に出入りでき
るようにしている。

事前の訪問にて、ご本人の過ごされて
いる環境を把握し、また生活リズム等
もお聞きしサービスを受ける事により
不安や心配ごとを極力軽減できるよう
にしている。

ご家族から情報提供をいただき、これ
までの生活を理解し、ケアの方法等に
ついて一緒に話し合う機会が得られる
ようにしている。

ご本人・ご家族に見学に来て頂いた
り、入居前には訪問させて頂いてお話
を伺ったり、ご説明させて頂いてい
る。ご本人とは別に、ご家族の思いや
要望を十分お聞きして受容できるよう
にしている。

どのような支援をご家族は望まれてい
るのか、ご本人はどうかを十分アセス
メントし、必要なサービスが受けられ
るようにしている。
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社会福祉法人麗寿会　ふれあいの家こすもす.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

これまでの生活を出来るだけ継続出来
るようにご家族・ご本人よりお聞きし
て記録用紙に記載し、理解できるよう
にしている。

一人ひとりの状態変化を連絡ノートや
個別記録に残し情報共有が出来るよう
にしている。

サービス利用が終了した入居者家族が
ボランティアとして訪問してくださ
り、継続した関係ができている。

各ユニットごとにケアカンファレンス
を行い利用者の意向や希望を職員に共
有できるようにしている。ご本人の思
いを伺い、希望に沿えるように検討し
ている。

一人一人の個性を尊重しながらリビン
グには気持ち良く集うことができるよ
うに配慮している。
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社会福祉法人麗寿会　ふれあいの家こすもす.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

入所の際に、ご本人・ご家族より意向
を伺い、かかりつけ医の選択をしてい
ただいている。必要に応じて受診の相
談にのり、本人にとって適切な医療が
受けられるようにしている。

法人内の他の事業所にて行われている
体操教室やレクリエーション等に積極
的に参加し、機能維持できるように支
援している。

民生委員さんや近所のボランティアさ
んが訪問してくださり、顔なじみの関
係ができている。

ご本人の意向・家族の意向をお聞きし
た上で、カンファレンスにて日常の様
子を組み入れた形で介護計画を作成し
ている。

日々の介護記録を個人ごとに細かく記
載し、カンファレンスの際にはそれを
根拠に介護計画の見直しを行ってい
る。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

緊急時や急変時のマニュアルを作成
し、目の届くところに設置している。

避難訓練を実施し、災害時の対応や避
難経路の確認等を行っている。また、
日頃の散歩や買い物を通し、地域の人
に施設の理解を得られるようにしてい
る。

入院した際には、病院のＭＳＷと連絡
を取り合いながら状態を把握できるよ
うにし、今後の方向性について検討し
ている。

嘱託医と十分な相談を行い、場合によ
りご家族に来ていただき、話し合いが
出来るようにしている。ご家族からの
相談にも応じていただけるようにして
いる。

法人内の他の事業所に看護師がおり、
健康管理室として法人全体の健康管理
を行っている。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

包丁を使う事がお得意な方、食器洗い
等お好きなものに取り組み、できる部
分を一緒に楽しく出来るようにしてい
る。

食事の時間やレクリエーションの時間
でも、入居者本人の意思を尊重し、無
理強いすることなく、ご本人のペース
に合わせてのびのびと生活していただ
けるように支援している。

ご自分で髭が伸びてくると剃りたいと
いう希望があり、自分で行うが、でき
ない部分を手伝ってもらう事で満足感
を得られている。ご家族によっては、
来所しヘアーカットをして下さってい
る。女性の場合は洗顔後、入浴後等に
化粧水や化粧を行う支援をしている。

1人ひとりの意思を尊重し、周囲の人へ
の配慮をしながら言葉かけに注意して
いる。個人情報に関しては、秘密保持
の同意書をとり徹底している。ケアカ
ンファレンス・定例会議で話し合いを
行い共通認識としている。

日常生活のスケジュールは概ね決まっ
ているが、ご本人の意思を尊重した
「したいこと」「したくないこと」を
大事に生活出来るようにする。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

身体を動かす時間を設けたり、水分摂
取も多く摂れるようにお好みの飲み物
を用意する。個別にヨーグルトを食べ
ていただいている。

個浴でゆっくり入浴していただいてい
る。拒否のある時は無理せず時間をず
らしたり、翌日に入れるようにしてい
る。

毎食後に歯磨き、口腔ケアを呼びかけ
行っている。月4回、訪問歯科による口
腔ケアを行っている。入れ歯は夜間消
毒している。

排泄のタイミングに合わせて誘導した
り、ご本人の訴えに耳を傾けトイレに
行けるようにしている。排泄パターン
から尿量の多い方へは多くし、又非言
語での排泄の訴えを見逃さない事で、
失禁を減らせるようにしている。

毎食、摂取量の確認をチェック表にて
把握できるようにし、支援している。
水分摂取は1人ひとり飲みやすい物を飲
んでいただいている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

ご自分で買い物に行きたい希望の方へ
は職員が一緒に付いて行き、お好みの
ものを購入できるようにしている。

食器拭きや洗濯物たたみなど、役割を
持っていきいきと過ごせるようにして
いる。また、レクリエーションを活発
に行い、満足感を高められるように支
援している。

その日の気分や天気により、希望に
沿って外で過ごせるようにしている。

1人ひとりの入眠に合わせて一緒に過ご
し、安心して眠れるようにしている。
天気の良い日は布団を干して気持ち良
い寝具の提供をしている。

処方薬が変わった場合は、個別ケース
記録の薬カードを差し替えし、何を飲
んでいるのか、用法、用量を把握でき
るようにしている。日誌や申し送りに
て情報の伝達を行っている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

使い慣れた馴染みの家具を持ち込むこ
とができ、安心して暮らせるようにし
ている。居室内のレイアウトもご家族
やご本人と相談しながら行っている。
居室にはお好きな物を飾って、居心地
のよい空間作りをしている。

居室入口に必要に応じて手すりを取り
付け、座って靴が履けるよう椅子を設
置し安全に居室を出入り出来るように
工夫をしている。声掛けや目印でわか
るような工夫をしている。

廊下などの共用スペースには、写真や
ご利用者の作品を展示し、季節感や思
い出の写真などを飾り、心地よく過ご
す事ができるようにしている。日付が
確認しやすい様に大きな日めくりカレ
ンダーを掲示している。

共用スペースにソファーを設けてい
る。気の合った利用者同士が過ごせる
ように食事時間以外は席を特定してい
ない。

自室に電話を設置して自由にかけられ
るようにしている。かけられない場合
は、職員が取次し、話ができるように
している。年賀状や手紙も宛先を確認
して投函している。
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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 Ⅰ

運営推進会議開催の開催基準を満たしていな
い。

開催基準を満たす。 年度、第一回の開催月を早めに行うことで、年
度後半月に余裕を持たせる。

１２ヶ月

2 Ⅲ

災害時などの協力対応が近隣在住の職員になっ
てしまっている。

地域と良好な関係を構築し、災害時など協力が
得られるようにする。

認知症対応型通所デイの稼働していない日に、
地域へ認知症カフェとして貸し出しを行ってい
る。現在こすもすの職員参加がほとんどないた
め、積極的に参加、お手伝いすることで、地域
とのつながりを作ってゆく。

１２ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

平成29年度
目標達成計画

事業所名　ふれあいの家こすもす

作成日：　平成　30年　4月　10日


